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湿原散歩 

   ３年ぶりに皆既月食を見た。銀色に輝いた満月は徐々に 

欠け始め、やがて赤銅色の月が湿原の夜空に浮かんだ。 

やがて周りの星々が一斉に輝く頃、冷たい夜風とともに 

エゾシカやキタキツネの鳴き声が聞こえてきた。 
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コッタロ川と湿原のほとりから 

172 １０月のコッタロ湿原便り 

                           コッタロ在住．中本 アキ子（文） 中本 民三（写真） 
 

『秋山明浄にして粧うが如し』の名言通りに我家を囲む全山の稀に観る錦秋と，眼下に広がる湿原

の“北ヨシの黄金のうねりうねり哉”の景色にうっとりさせられます。それもそのはず１０月８日初

めての氷点下２℃に伴う初氷で山も湿原も一気に色付きを深め、暴風さえ吹かなければ絶妙都雅な風

景を一日延ばしに眺められるのですが・・・・。 

ところで去る９月２０日，何年かぶりに初来訪したシマリスに続いて１０月４日２匹目３匹目と相

次いで現われ今日に至っております。恐らく例年にないヒマワリの実の豊作に吸い寄せられたのでし

ょう。時に仲良くくっついているかと思えば追いつ追われつの鬼ごっこや水をのんだりと，余裕のあ

る冬仕度にこちらもにんまり。そこで一句“窓越しにリスと寒露の朝を食む”。両頬をめいっぱい膨

らませ貯食にいそしむ今は，来客の皆さんのアイドルとして“可愛いい症候群”に陥らせております

が，１１月４日頃土中に掘った巣穴に入って眠りにつくことでしょう。そうなれば来春（４月初旬）

迄お目にかかることは出来ませんね。 

さて，コッタロは思いの外，山も畑も出来秋で早くも秋耕こし真最中のところ，地中から掘り出さ

れた昆虫の幼虫達をあわてて土中に戻さねばならず大わらわ。その中に見たことのない１匹がいて,

一瞬あのカフカの「変身」に出てくる毒虫を連想したではありませんか。写真の不気味な美しさの個

体は，よくよく調べてみると，オオルリオサムシの幼虫でした。成虫は標茶では普通にみかける昆虫

ですが，羽化する前の姿は似ても似つかぬしろものですね。 

日暮れが早くなり昼夜の温度差もちぐはぐな季節，体調管理を万全にして冬将軍を迎えようではあ

りませんか。  
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湿原の住人たち その１６３                       シジュウカラ 

秋になり、あるこっと周辺では、せわしなく木々の間を飛びまわるシジュウカラの姿をみかける機

会が多くなってきました。一年を通して見られる鳥ですが、

子育て期間以外はカラの仲間のゴジュウカラやハシブトガ

ラ、ヒガラと混群でいるようです。冬に餌台を設置すれば常

連として通ってくるため観察しやすい鳥です。スズメくらい

の大きさで、胸にネクタイのような黒い帯があり、雄の方が

雌よりネクタイの幅が太いことで雌雄の区別がつきます。白

と黒の色が目立ちますが、よく見ると緑色の部分もあり、光

が当たると何ともいえない美しさです。 

 

塘路湖畔歩道、ここに注目！ 

 ９月８日にオープンした「塘路湖畔歩道」

のみどころを少しずつ紹介します。今回は、

あるこっとのベランダ前にある起点から解説

看板２周辺の木のことです。歩道沿いにはミ

ズナラ、ハルニレ、ヤチダモなどの木があり、

中には幹周りが２ｍを超すものもあります。

写真左のハルニレは２７０ｃｍ、右のミズナ

ラは２５５ｃｍあり、近くに立つと存在感が

あります。昔からこの場所で、多くの生きも

のを育み、見る者に安らぎを与えてきた、こ

れらの樹木にも注目して散策してください。 

 

ネムネムのさっぽろうろうろ日記  Vol.5１「肉食系骨格標本講座」 

ハロウィンの季節ですね。この時期になるとあ 

ちこちのお店で、カボチャやコウモリ、オバケや 

ガイコツのキャラクターでにぎわいます。だから 

というわけではないのですが、札幌まで動物の骨 

格の勉強に行ってきました。 

 研修ではエゾシカ１頭分の全身の骨が入った木 

箱を渡されて、２日に分けてひたすらその骨を組 

み立てて、スケッチしていくという大変マニアッ 

クな作業をしました。受講者は仕事柄、骨を見て 

も「怖い」「気持ち悪い」という感覚より、「何の 

骨？」「どこの骨？」という興味のほうが強い人 

たちばかりです。作業中は骨のことしか頭にない 

と思われがちですが・・・。 

腰の骨を組み立てながら誰かが「この上にサー 

ロインが乗ってるんですよね・・・。」とつぶやい 

ているのが聞こえます。私も首の骨を組み立てて 

いると「シカのコニクってニワトリより食べごたえありそうだな・・・。」と考えてしまいます。 

「骨」を観察すると不思議とそれを取り巻く「肉」が頭に浮かび「今夜は絶対お肉が食べたい 

！」と頭の中が「肉」でいっぱいになるのです。骨の勉強は大変肉食を刺激するものでした・・・。 

辻 ねむ（標茶町郷土館学芸員）                   
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９がつ ２７にち ばしょ さっぽろ 

みっちりと骨の勉強をしたあと、夕飯は

牛のホホ肉にかぶりついた私。 



10・11 月の行事カレンダー 
各行事とも事前の申込が必要です                   

ムックリ（口琴）を作ろう 

［日時］１１/１ (土) 13：00〜15：00 

［定員・参加料］１５名 300 円（材料費）  

［場所］塘路湖エコミュージアムセンター     

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み問い合わせは 塘路湖エコミュージアムセンターまで ℡ 015-487-3003 

 

秋の湿原ハイク 

［日時］１０/１９（日）10：00〜12：00 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み問い合わせは 温根内ビジターセンターまで ℡ 0154-65-2323 

 

塘路湖・シラルトロ湖・コッタロ湿原周辺の自然情報 

 

【 植物 】(9/19)ツリフネソウ.ナギナタコウジュ.ミズナラの実.オニグルミの実.イヌエンジュの実.キタコブ

シの実 (9/21)アキノウナギツカミ.ミゾソバ.ハンゴンソウ (9/27)センボンヤリ.ヤマニガナ.コウゾリナ.ホ

オノキの実.オオバボダイジュの実.コウライテンナンショウの実 (10/6)マユミ.カラコギカエデ.エゾヤマザ

クラ.ヤチダモの紅（黄）葉目立つ (10/12)ツルウメモドキの実.キハダの実 

【 鳥 】(9/21)ヒシクイの群れ.アオサギ.ハクセキレイ (9/30)アカゲラ (10/5)タンチョウ.オジロワシ.カルガ

モ.セグロセキレイ (10/9)シラルトロ湖にオオハクチョウ２羽飛来 (10/12)ユリカモメ.アオジ.ノスリ.ヨシ

ガモ.バン.マガモ.シマエナガ.コゲラ.キバシリ.シジュウカラ.ゴジュウカラ 

【その他】(9/21)ルリボシヤンマ (9/22)クジャクチョウ (9/23)エゾリス.エゾシカ.シギゾウムシの仲間 

(9/27)マユタテアカネ.シオカラトンボ.モンキチョウ.ミカドフキバッタ (10/5)キトンボ.ヒメリスアカネ.エ

ルタテハ (10/10)ユキムシ (10/14)エゾアカガエル (10/15)雌阿寒岳初冠雪 

 

＊あるこっとレクチャールームに於いて「第２０回タンチョウイラスト展」巡回展開催中です。 

今回は道東に住む小・中学生の作品６６５点を展示しています。この機会にぜひご覧ください。 

（～２６日まで。入場無料。） 

 

■一日の気温差が大きくなってきました。湿原観光の際は、上着を一枚多めに用意した方がよいでし 

ょう。 

■日没も早くなり、道路には車の衝突によるエゾシカやエゾタヌキ、キタキツネなどの死骸を見るよ

うになりました。特に夕方から夜にかけ路上に姿を現しやすいので、車の運転には十分気を付けて

ください。 

◆日出・日入時間 10/15(5:35,16:41)．10/31(5:55,16:17)．11/14(6:13,16:00)                                                                                     

                                                                                          

      釧路湿原国立公園  

塘路湖エコミュージアムセンター あるこっと 

〠088-2264  北海道川上郡標茶町塘路原野 

TEL:015-487-3003 FAX:015-487-3004  

E-mail:emc@hokkai.or.jp 

開館時間 10：00〜17：00（11 月〜3月は 16：00 まで） 

休館日:毎週水曜日 12 月 29 日〜1月 3 日    入館無料                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

ヤチダモへの移動途中で寄り道？の雪虫 
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